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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

現在低炭素社会へのかつてない要求の高まりの中で，

バイオマス資源は温暖化への寄与が低く「環境にやさ

しい」資源として期待を寄せられている．政府は 2010

年までにバイオマスの熱利用量を 2002年の 5倍に増

やす目標を立てているが，主力となる小型ボイラや暖

房等小型バイオマス燃焼炉には発電プラント等のよう

な法規制や環境対策がなく，小型バイオマス燃焼炉が

環境汚染源になる可能性が軽視されている． 

金沢大学地域経済情報センターが主催する「木質バ

イオマス利用の社会システムづくり研究会（以下「研

究会」）では，白山麓の豪雪地帯に位置する白山市白峰

地区(Fig.1)を対象に，木質バイオマスを地区全体で導

入する可能性について，技術・経済・環境の面から議

論を行っている．ここでは研究会の検討内容と，調査

したエネルギー使用状況，地形・気象・大気環境の基

礎データ収集結果を報告し，今後の方向性について述

べる． 

 

２２２２．．．．白峰地区白峰地区白峰地区白峰地区のののの現状現状現状現状とととと検討内容検討内容検討内容検討内容 

 白山市白峰地区は，人口 800人，標高 470ｍの白山

ろくに位置する地域である．豊かな自然を生かした観

光業以外の産業はあまりなく，高齢化・過疎化が緩や

かに進行している．毎年１～４mを記録する日本でも

有数の豪雪地帯であり冬季暖房および屋根融雪の費用

が数十万円に達しより安価な熱エネルギー源への期待

が高いこと，現状でバイオマス熱利用実績がほとんど

なく，全面的なバイオマスエネルギー導入が実現した

際に環境状態の急変が予想されること，狭い地域に２

００世帯以上が集中し急勾配の谷間に位置するため環

境汚染の影響が大きいことが予想されることから，バ

イオマスの局地大気汚染の可能性を議論する例として，

（１）現状の大気環境と気象状態の調査，（２）大気流

動シミュレーションによるバイオマスエネルギー導入

時の環境負荷予測，（３）環境負荷を低減するバイオマ

スエネルギー利用の検討を行うこととし，基礎的な検

討をはじめた。当該地域にはエネルギー使用・大気環

境・気象条件いずれのデータもないため，今年度は予

備調査を行った。 

研究会では，2009 年 7 月に白峰地区の全世帯を対

象に，屋根融雪装置の設置状況およびエネルギー利用

状況の現状を調査するアンケート調査を実施した結果，

白峰地域における屋根融雪装置の設置率は 60％で，一

戸建てのほとんどが導入しているが，そのエネルギー

源は 82％が灯油，14％が電気であり，現状で木質バイ

オマスの利用はほぼゼロであった（Fig.2）． 60 代以

上が 40％を占めるこの地域では，木質バイオマスの導

入に際しては，地の実情に即した利用形態の吟味が必

要であることがあらためて確認された． 

 

Fig. 1 Location of sampling site 
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Fig. 2  Usage condition of snow melting system 

installed in roof and ratio of fuel used. 
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３３３３．．．．白峰地区白峰地区白峰地区白峰地区のののの地形地形地形地形・・・・気象気象気象気象・・・・環境環境環境環境のののの現状現状現状現状    

2009 年 7 月より，白山市白峰支所屋上（Fig.1）に風

向風速計，温湿度計，ハイボリウムエアサンプラ，エ

アロゾルマスモニタを設置し，定期的に大気の状態を

観測した． 

平均風向風速を，Fig.3 に月別に示す．夏季は昼夜と

もに南よりの風であり，秋季では昼間は北風，夜間で

は西風と昼夜で風向きが変化するという結果が得られ，

おおむね地形に沿った風向きになることがわかった。

風が谷間に沿って効率的に吹けば「風の道」効果が得

られるが，逆転層が発生するなど大気流動が弱い時間

帯があれば，発生した汚染物質が拡散されにくいとい

う可能性があり，今後シミュレーションで確認する。 

ハイボリウムエアサンプラによって捕集された粒子

濃度を Fig.4 に，エアロゾルマスモニタで測定された

粒子濃度の昼夜別平均値を Fig.5 にそれぞれ示す．平

均濃度は約 15µg/m3で，全般に夜間よりも昼間の TSP

濃度が高かったが，粒子濃度は 50µg/m3 を超えること

がある都市地域に比べると半分以下で，大気はきれい

な状態にある．今後風向・風速との関係をまとめシミ

ュレーションの精度向上に役立てる。 

これら気象・地形等の調査により得られたデータを

もとに，大気拡散シミュレーションを用いて，木質バ

イオマス燃焼利用によって排出される汚染物質の拡散

予測を行い，どの程度の排出量のときに予想される地

上の大気中粒子濃度変化を検討し，バイオマス燃焼炉

による環境負荷とその低減策について議論する。  
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Fig. 3  Average wind speed and direction. 
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Fig. 4  TSP concentration. 
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Fig. 5 Particle concentration. 

    

 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ    

白峰地区では，家庭での現状でバイオマス熱利用が

ほとんどないが，今後バイオマス熱利用を推進する動

きがあることから，環境負荷予測のためにエネルギー

利用と気象・大気環境状態の予備調査を行い，白峰地

区では，平均粒子濃度 50µg/m3と低く，現状の大気が

きれいな状態であること，おおむね谷間に沿った風が

吹いていることを確認した。得られたデータから，今

後家庭用暖房・屋根融雪設備から環境負荷物質が排出

された場合の環境状態をシミュレーションで予測する。 
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